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1. 平成30年8月期の連結業績（平成29年9月1日～平成30年8月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年8月期 12,251 △2.1 196 △34.4 270 △28.7 10 △98.3

29年8月期 12,514 △3.9 299 △3.9 379 9.4 633 ―

（注）包括利益 30年8月期　　1百万円 （△99.8％） 29年8月期　　670百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年8月期 1.23 ― 0.2 2.2 1.6

29年8月期 73.09 ― 11.3 3.0 2.4

（参考） 持分法投資損益 30年8月期 ―百万円 29年8月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年8月期 12,107 5,725 47.3 660.64

29年8月期 12,663 5,862 46.3 676.49

（参考） 自己資本 30年8月期 5,725百万円 29年8月期 5,862百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年8月期 643 △344 △575 1,000

29年8月期 319 △87 △183 1,279

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年8月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00 138 21.9 2.5

30年8月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00 138 ― 2.4

31年8月期(予想) ― 8.00 ― 8.00 16.00 92.4

3. 平成31年 8月期の連結業績予想（平成30年 9月 1日～平成31年 8月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 △2.1 260 32.5 300 11.0 150 ― 17.31

当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細は、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概
況　（１）当期の経営成績の概況　２ 今後の見通し」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年8月期 9,689,200 株 29年8月期 9,689,200 株

② 期末自己株式数 30年8月期 1,023,022 株 29年8月期 1,022,982 株

③ 期中平均株式数 30年8月期 8,666,190 株 29年8月期 8,666,267 株

（参考）個別業績の概要

平成30年8月期の個別業績（平成29年9月1日～平成30年8月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年8月期 ― ― 991 ― 127 ― 134 △61.4 54 △94.5

29年8月期 4,518 △7.7 ― ― △1 ― 347 △20.2 989 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年8月期 6.33 ―

29年8月期 114.12 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年8月期 6,142 5,525 90.0 637.62

29年8月期 8,484 5,609 66.1 647.33

（参考） 自己資本 30年8月期 5,525百万円 29年8月期 5,609百万円

（注）当社は、平成29年９月１日に持株会社体制へ移行いたしました。そのため、平成30年８月期の個別業績は平成29年８月期と比較して変動しております。

　　　上記に伴い、「売上高」は持株会社体制移行前の計上額を示し、「営業収益」は持株会社体制移行後の計上額を示しております。

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短
信【添付資料】２ページ「１．経営成績等の概況(１) 当期の経営成績の概況」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料については、平成30年９月28日に当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

(１) 当期の経営成績の概況

① 当期の経営成績

  当企業グループは、婚礼衣裳メーカーとして“ものづくり”をコアとしつつ、より最終消費者に近く、より大き

なマーケットである挙式関連サービス事業領域（B to C）の開拓を推進し、当企業グループの市場拡大に向け引き

続き注力しております。

  当連結会計年度に行った事業展開のうち主なものは、次のとおりであります。

  平成29年９月より、各事業会社における意思決定の迅速化やグループ経営の効率化を目的に持株会社体制へ移行

し、あわせて当社の商号を「株式会社クラウディアホールディングス」に変更いたしました。

  衣裳事業においては、平成29年12月には直営サロン「銀座クチュールNAOCO 青山店」（東京都港区）、平成30年

３月には「東京ベイ舞浜ホテルクラブリゾートコスチュームサロン」（千葉県浦安市）、平成30年４月には「銀座

クチュールNAOCO ホテル日航成田店」（千葉県成田市）を新規開業いたしました。

  リゾート挙式事業においては、平成30年２月には新チャペル「グラン・ブルーチャペル カヌチャベイ」（沖縄

県名護市／カヌチャベイホテル＆ヴィラズ敷地内）をオープンいたしました。 

 

  当企業グループは単一セグメントであるためセグメント別の記載を省略しております。 

  当連結会計年度における事業部門別売上高の状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

  以下の売上高の数値につきましては、事業部門内及び事業部門間の取引消去後となっております。

（単位：百万円） 

   
前連結会計年度

（自 平成28年９月１日
至 平成29年８月31日）

当連結会計年度
（自 平成29年９月１日
至 平成30年８月31日）

増減
増減率

（％）

ホールセール事業部門 売上高 3,411 3,426 15 0.5

  製・商品売上高 2,436 2,171 △265 △10.9

  レンタル収入等 974 1,255 281 28.9

コンシューマー事業部門 売上高 9,102 8,824 △278 △3.1

  衣裳取扱収入 3,596 3,461 △135 △3.8

  リゾート挙式売上高 2,758 2,553 △204 △7.4

  式場運営収入 2,264 2,250 △13 △0.6

  写真・映像・美容売上高 482 558 75 15.7

連結売上高 12,514 12,251 △262 △2.1

 

  ホールセール事業部門については、製・商品売上高は前年同期に比べ265百万円減少の2,171百万円、レンタル収

入等は、新規ブランドの取扱開始やリース事業（貸衣裳店向けレンタル）が堅調に推移したことから、前年同期に

比べ281百万円増加の1,255百万円となりました。この結果、ホールセール事業部門の売上高は前年同期に比べ15百

万円増加し3,426百万円となりました。

  コンシューマー事業部門については、衣裳取扱収入は引き続き国内インショップ店舗の既存店取扱件数が減少

し、前年同期に比べ135百万円減少の3,461百万円となりました。リゾート挙式売上高については、方面別でみる

と、沖縄が順調に推移しましたがハワイ、グアムが伸び悩み、前年同期に比べ204百万円減少の2,553百万円となり

ました。式場事業については「ル・センティフォーリア 大阪」（大阪市北区）が施行組数を伸ばしましたが、そ

の他の式場で伸び悩みがみられ、施行組数合計は前年同期に比べ55組減少の605組、式場運営収入は前年同期に比

べ13百万円減少の2,250百万円となりました。写真・映像・美容売上高は写真事業が順調に推移したことから、前

年同期に比べ75百万円増加の558百万円となりました。この結果、コンシューマー事業部門の売上高は前年同期に

比べ278百万円減少し8,824百万円となりました。

  以上の結果、当連結会計年度の売上高は12,251百万円（前年同期比2.1％減）、営業利益は196百万円（同34.4％

減）、経常利益は270百万円（同28.7％減）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益については、一部の

販売店舗や結婚式場設備等について減損損失を特別損失として計上したため、10百万円（同98.3％減）となりまし

た。 
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（注）１．「アイネス ヴィラノッツェ 沖縄」（沖縄県名護市）に係る売上高の一部について、従来「式場運営収

入」の区分に計上しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より「リゾート挙式売上高」の区分に

計上を変更いたしました。この変更に伴い、前連結会計年度の当該売上高についても、従来の「式場運

営収入」から、変更後の「リゾート挙式売上高」の区分に計上を組み替えて記載しております。 

   ２．式場事業の施行組数合計についても、従来は「アイネス ヴィラノッツェ 沖縄」（沖縄県名護市）の施

行組数を含めて記載しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より当該施行組数を除いて記載して

おります。 

 

 

② 今後の見通し 

  今後の見通しにつきましては、次のとおりであります。 

  (a) ホールセール事業部門 

  次期のホールセール事業部門の売上高は3,330百万円（製・商品売上高が2,030百万円、レンタル収入等が

1,300百万円）を計画しております。

  婚礼衣裳卸売りについては、引き続き魅力的な新商品の開発を進めていくとともに、展示会の開催回数の見

直し等による販売費の削減、海外製造工場においては、原材料調達管理を最適化していくことにより生産効率

を高め、人件費等の削減を図ってまいります。

 

  (b) コンシューマー事業部門 

  次期のコンシューマー事業部門の売上高は8,670百万円（衣裳取扱収入が3,310百万円、リゾート挙式売上高

が2,300百万円、式場運営収入が2,530百万円、写真・映像・美容売上高が530百万円）を計画しております。

  衣裳事業については、大手式場業者による衣裳室運営の内製化等により、新規インショップ契約案件の減少

が予想されることから、オープンショップによる衣裳外部提携の強化を図ってまいります。

  リゾート挙式事業については、ハワイ、沖縄地域に所在するリゾート挙式施設の改装等により、同地域にお

ける挙式の受注獲得に注力してまいります。なお、平成30年12月末をもってグアム・サイパン地域の挙式取扱

いを停止いたします。

  式場事業については、引き続き広告宣伝や販売促進の見直しにより来館数や受注獲得率の増加を図るととも

に、「アイネス ヴィラノッツェ 宝ケ池」（京都市左京区）及び「ル・センティフォーリア 天保山」（大

阪市港区）においては、平成30年９月より新たに式場施設を利用したブライダルアートフォトサービスの提供

を開始し、売上高の増加を図ってまいります。

  写真・映像・美容事業については、引き続き業務提携強化による売上高の増加を図るとともに、カメラマン

やスタイリストといった人材の確保や社員教育に努めてまいります。

 

 

  以上のことから、次期につきましては売上高12,000百万円（当連結会計年度比2.1％減）、営業利益260百万円

（同32.5％増）、経常利益300百万円（同11.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益150百万円（当連結会計年

度は10百万円の利益）を見込んでおります。 
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(２) 当期の財政状態の概況 

① 資産、負債及び純資産の状況

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ214百万円減少し、3,173百万円となりました。これは主に、現金及び預金

267百万円の減少によるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ341百万円減少し、8,933百万円となりました。これは主に、有形固定資産

326百万円、差入保証金220百万円の減少によるものであります。

 この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ556百万円減少し、12,107百万円となりました。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ965百万円減少し、3,299百万円となりました。これは主に、未払法人税等

109百万円の増加、短期借入金1,000百万円の減少によるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ546百万円増加し、3,082百万円となりました。これは主に、長期借入金609

百万円の増加によるものであります。

 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ418百万円減少し、6,381百万円となりました。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ137百万円減少し、5,725百万円となりました。これは主に、利益剰余金128百

万円の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は47.3％となりました。

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが643百万円の収入、投資活

動によるキャッシュ・フローが344百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが575百万円の支出となり、

この結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ278

百万円減少し、1,000百万円（前年同期は1,279百万円）となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動により得られた資金は643百万円（前年同期比101.3％増）となりました。これは主に、税金等調整前当

期純利益101百万円、減価償却費319百万円、減損損失195百万円、仕入債務の増加130百万円の収入があった一方

で、賞与引当金の減少45百万円、役員退職慰労引当金の減少26百万円の支出によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動により使用した資金は344百万円（前年同期は87百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得232百万円、新チャペル「グラン・ブルーチャペル カヌチャベイ」の建設協力金の支払152百万円の支出

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は575百万円（前年同期は183百万円の使用）となりました。これは主に、長期借入

れによる1,700百万円の収入があった一方で、短期・長期借入金の返済2,106百万円、配当金の支払額139百万円の支

出によるものであります。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  平成26年８月期 平成27年８月期 平成28年８月期 平成29年８月期 平成30年８月期

自己資本比率（％） 50.6 48.0 43.6 46.3 47.3

時価ベースの自己資本比率

（％）
41.4 34.1 34.4 58.0 40.0

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率
3.8 10.5 3.4 13.1 5.8

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
38.5 16.6 55.6 21.1 41.9

 自己資本比率：自己資本／総資産

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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